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MARITIME  INTERNATIONAL 2015  第１号 2015/4/28 

〈東京都立大島海洋国際高等学校  TEL:04992-4-0385 FAX:04992-4-1764〉 

    メールアドレス：S8000531@section.metro.tokyo.jp 

  HP アドレス：http://www.osima-kaiyokokusai-h.metro.tokyo.jp/index.html 

 

大島丸出航 
 4 月 15 日、昨年から延期になっ

ていた航海実習が始まりました。

本来なら 2 年次で沖縄・サイパン

に寄港する 32 日間の航海予定で

したが、今年度に延期した影響で 3

年次で沖縄と小笠原に寄港する 18

日の航海としました。岡田港から

の出航でしたが、同級生全員が見

送りました。5 月 1 日に波浮入港、

2 日に下船式となります。 

 

校長あいさつ 

平成27年4月7日に行われた入学式は、あいにくの空模様でしたが、

大島桜が山全体に霞をかけたように咲き誇る中、挙行されました。そし

て、81 名の新入生を迎えて新年度を迎えることとなりました。 

新年度にあたり、このことは繰り返しお伝えしているところですが、

本校は海を通して世界を知り「国際社会でリーダーとして活躍する国際

人の育成」という明確な目標を持ち、日々の学習や部活など特別活動を

通じて、その目標実現に向けて努力しています。 

 生徒全員が、この学校を愛し、誇りを持ち、生き生きと楽しく多種多

彩な活動に取り組んでいるすばらしい学校です。大島の海と緑豊かな環

境、ドミトリーや実習船など他校にはない施設設備、工夫をこらした授

業、特色ある様々な行事や部活動などを通じて、本校で思う存分、自分を伸ばしてほしいと思います。 

一人一人の生徒が、海国を発展させ本校の文化の新たな発信者となる姿を大いに楽しみにしていま

す。 

 昨年の後半は、船員確保が困難であるといった理由から 2 年海洋系の航海を延期せざるを得ません

でした。しかし、お陰様をもちまして、4 月 15 日に 3 年海洋系の航海として、沖縄・小笠原方面を

目指し無事に出航することができました。長い間、生徒保護者の皆様にはご心配、ご苦労をおかけし

てしまい申し訳ありませんでした。二度とこのような事態に陥ることがないように、教育委員会も対

策をすすめているところですのでご容赦お願いいたします。 

また、今年度の新入生は 10 期生ですが、このことは海洋国際高校として学校が開設して 10 年と

いう節目を迎えるということでもあります。 

9 月には 10 周年を記念して周年行事も予定されており、さらなる飛躍を目指す年度ともなりますの

で、学校を盛り上げるためにご協力をお願い申し上げます。 
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入学式 
 ４月７日、第 10 回入学式を行いました。新入生 81 名を迎え、厳かに式典を挙行しました。同

日、本校寄宿舎にて、寄宿舎生 71名の入舎式もあわせて行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対面式・生徒会オリエンテーション 

4 月 8 日体育館にて対面式を行いました。新入生の

代表、在校生の代表がそれぞれあいさつを行いました。 

 その後、生徒会オリエンテーションとして、生徒会

の活動報告や役員紹介、部活動紹介などを行いました。

新入生は 17 日までの仮入部期間に体験等を行い、現

在は部員として活動をはじめています。 

 
 
 

ＡＬＴ 

新しいＡＬＴとして、ジェームズ先生をお迎えしました。 

 大島高校と大島海洋国際高校の両校で勤務され、海国には毎週火・

水曜に出勤予定です。授業時間内はもちろん、休憩時間等にも積極的

に話しかけてみましょう。 

 

はじめまして、 

My name is James Shively.  I am from Nashville, TN.  I attended 

the University of Tennessee where I majored in International Studies 

and minored in Japanese language.  Last spring, I studied abroad at 

Kansai Gaikokugo Daigaku (Kansai Gaidai University) and lived 

with a host family for six months.  That experienced helped me fall 

in love with Japan and Japanese culture.  I’m excited to be working 

at Kaiyou Kokusai High School; and I hope not only to help the 

students here improve their English skills, but also to broaden their 

perspective on the world around them. 

よろしくおねがいします。 

James Shively 
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平成２６年度 ８期生国際系 海外体験学習 （平成２７年３月２５日～３月２８日） 

 春休み中に、８期生の国際系希望者を対象に海外

体験学習を実施しました。３月２５日に成田からサ

イパンに向けて出発し、３月２８日まで姉妹校のサ

イパンサザンハイスクールを拠点に国際交流を行い

ました。主な交流の内容としては、サイパンサザン

ハイスクールでの授業体験や２泊のホームステイ体

験、文化交流パーティーなどです。３泊４日という

非常に短い期間でしたが、参加したどの生徒も積極

的にコミュニケーションを取ろうという姿勢が大い

にみられ、今後の学習・進路活動につながる有意義

な体験ができたようです。一部生徒の感想や後輩へ

のアドバイスを紹介します。 

 「やはり English をやっておかないと言葉が

通じなく大変な時がたくさんあったが、身振り

と手振りと単語をいくつか組み合わせれば通じ

たのでよかった。ホストファミリーともとても

仲良くなれたし、サイパンという島を少しだけ

知れてよかった。また、留学とか旅行で行って

みたいと思った。」 

「サイパンでの３泊４日はたくさんよい経験

が出来てとっても楽しかったです。それと同時

に自分の英語力の無さを痛感しました。伝えた

いことはたくさんあるのに、会話するとなると文法や単語がわからなかったり、すぐには伝えられず、

もっと勉強が必要だなと感じました。ホームステイ先の家族も学校の人もフレンドリーですぐに仲良

くなれて、とっても楽しい時間を過ごすことが出来ました。日本とは違う文化ばかりで、とても思い

出深いです。」 

「最初は緊張したけど、ホストファミリーがや

さしくてたくさん話せてよかった。しかし日本で

習ってきた英語よりもスピードが速くて、表情や

しぐさもあったのでびっくりした。英語の勉強を

しなきゃなと本当に思えたし、いい経験になっ

た。」 

「どんなに（英語が）苦手でも積極的に話そう

とする姿勢を見せるだけで人は寄ってきます。笑

顔で話しに行ってもみんな反応してくれます。結

構、単語で伝わるから、充実したホームステイを
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送るためには積極的に話すことが本当に大切。絵が得意だから、スケッチブックとマジックペンを持

っていったらとっても役に立ちました。」 

「伝えるほうはどうにかなっても、聞き取るほうが難しかった。あとになって、あぁこう言ってた

のかな…となることがよくあった、リスニング頑張ろうという気になった。」 

「自分から積極的に（話に）行ったほうがとても良いと思います。待ってたら相手からは来ないの

で、みんなと話をしたりするときも適当にそれっ

ぽい単語を言えば伝わったりしました。ホームス

テイ先で一発芸を用意しておくととても喜ばれま

した。最後に、このプログラムは相手から来た質

問にばっかり答えているだけで自分から話そうと

しないとつまらなく、ただサイパンに行っただけ

になってしまいます。伝わらなくても頑張って話

せば、そこから話がどんどん広がったりして楽し

いので、話すことは大切ですね。」 

 
 
 
 
離着任の先生方を紹介します 
 

 転出された先生方 着任された先生方 

副校長 佐藤 尚之  鈴木 光俊  

国語 佐久間 正和  木須 史彦  

理科 千田 高史  山成 貴士  

英語  中川 智晶   木村 専一  

英語 篠原 大亮  鈴木 翔  

ＨＭ 川口 直弘  北村 健二  

ＨＭ 佐藤 浩太  後藤 良宏  

家庭 長山 知由理  宮内 淑子  

地歴 加藤 潤  山田 友行  

経営企画室 川崎 俊介  大原 啓一 経営企画室長 

経営企画室 櫻井 雄一  阿部 裕紀  

大島丸 鈴木 彰 退職 矢幡 幸貴 新規採用 

大島丸 堀越 龍太郎  夘月 茉莉依 新規採用 

大島丸 中林 一巳  兒玉 理花 新規採用 

 


